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【ＦＩ】
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   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｊ
   Ａ６１Ｋ   8/89    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月17日(2013.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ケイ素の進行性光保護ポリマーを調製する方法であって、式（Ｉ）のモノマー：

【化１】

（式中、
Ｒは、（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、及び（ｉｖ）：
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【化２】

からなる群から選択され；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ、直鎖又は分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ６、ＮＨ２、ＮＨＲ７、ＮＲ８Ｒ９、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ

１０、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＲ１１、ＣＯＮＲ１２Ｒ１３、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ

１４、及びＳＯ２ＮＲ１５Ｒ１６からなる群から独立に選択され；
Ｒ６は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
あり；
Ｒ７は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
あり；
Ｒ８は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
あり、かつ、Ｒ９は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキルであるか；あるいは、Ｒ８とＲ９とは、それらが結合している窒素原子と一緒
になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ｒ１０は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ１１は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
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Ｒ１２は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり、かつ、Ｒ１３は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルであるか；あるいは、Ｒ１２とＲ１３とは、それらが結合している窒素原
子と一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ｒ１４は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ１５は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり、かつ、Ｒ１６は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルであるか；あるいは、Ｒ１５とＲ１６とは、それらが結合している窒素原
子と一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ａは、Ｈ、直鎖又は分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ
’１、ＮＨ２、ＮＨＲ’２又はＮＲ’３Ｒ’４であり；
Ｌは、単結合、－ＣＨ２－又は－ＣＨ２－ＣＨ（ＲＬ）－であり；
Ｚは、ＮＨ又はＯであり；
Ｒａは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒｂは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒｃは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒ’１は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ’２は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ’３は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり、かつ、Ｒ’４は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルであるか；あるいは、Ｒ’３とＲ’４とは、それらが結合している窒素原
子と一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
ＲＬは、Ｈ、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルであり；
ｎは、０及び１から選択される整数であり；
ｐは、２、３及び４から選択される整数であり；
ｓは、０及び１から選択される整数であり；
ｔは、０及び１から選択される整数である）
と式（ＩＶ）の化合物：
【化３】

（式中、
Ｒｄは、直鎖又は分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキルであり；
Ｒｅ、Ｒｆ及びＲｇは、独立に、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しく
は分岐（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり、
ｗ１及びｗ２は、独立に０又は１である）
とのアルカノール／水混合物（アルカノールは、１～６個の炭素原子を有する直鎖若しく
は分岐アルカノールである）中の反応を含んでなる、方法。
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【請求項２】
　アンモニア、モノアルキルアミン、ジアルキルアミン、トリアルキルアミン、モノアル
カノールアミン、ジアルカノールアミン、及びトリアルカノールアミンからなる群から選
択される窒素含有塩基性化合物の存在によりさらに特徴づけられ、ここで、アルキル基及
びアルカノール基は両方とも１～６個の炭素原子を有する直鎖又は分岐である、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　アルカノール／水混合物が、エタノール／水混合物である、請求項１又は２に記載の方
法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項において定義された方法により得ることができる、ミクロ
又はナノ粒子の形態を示す、有機ケイ素の進行性光保護ポリマー。
【請求項５】
　ヒト又は動物の生体をＵＶ照射から保護することに用いるための化粧又は皮膚科用組成
物であって、請求項４において定義された有機ケイ素の進行性光保護ポリマーを含んでな
る化粧又は皮膚科用組成物。
【請求項６】
　ＵＶ吸収剤の光化学的前駆体としての、請求項４において定義された光保護ポリマーの
使用。
【請求項７】
　太陽への曝露時間及び太陽の照射の程度に応じた進行性のＵＶ保護に用いるための、ヒ
ト又は動物の生体に適用するための化粧又は皮膚科用組成物であって、請求項４において
定義された光保護ポリマーを含んでなる化粧又は皮膚科用組成物。
【請求項８】
　請求項４において定義された有機ケイ素の進行性光保護ポリマー又はそれらの混合物を
含んでなる、化粧又は皮膚科用組成物。
【請求項９】
　保護能力の増強された日焼け止め化合物にその場で光化学的に変換され易い、有効量の
有機ケイ素ポリマー又はそれらの混合物を含んでなる、請求項８に記載の化粧又は皮膚科
用組成物。
【請求項１０】
　ポリマー含有率の範囲が、組成物の合計重量に基づいて重量で０．０１％～４０％であ
る、請求項８又は９に記載の化粧又は皮膚科用組成物。
【請求項１１】
　アボベンゾン、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート、オキシベンゾン、オ
クチルジメチルｐ－アミノ安息香酸、ジオキシベンゾン、エチル－４－［ビス（ヒドロキ
シプロピル）］アミノベンゾエート、２－エチルヘキシル－２－シアン－３，３－ジフェ
ニルアクリレート、２－エチルヘキシルサリチレート、グリセリルｐ－アミノベンゾエー
ト、３，３，５－トリメチルシクロヘキシルサリチレート、メチルアントラニレート、ｐ
－ジメチルアミノ安息香酸、２－エチルヘキシルｐ－ジメチルアミノベンゾエート、２－
フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸、２－ｐ－ジメチルアミノフェニル－５－
スルホニウムベンゾオキサゾン酸、スルイソベンゾン、ヘキシル２－（４－ジエチルアミ
ノ－２－ヒドロキシベンゾイル）ベンゾエート、２－（４－メチルベンジリデン）－カン
ファー、及び４－イソプロピルジベンゾイルメタンから選択される日焼け止め化合物をさ
らに含んでなる、請求項８～１０のいずれか一項に記載の化粧又は皮膚科用組成物。
【請求項１２】
　式（Ｉ）のモノマー：
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【化４】

（式中：
Ｒは、（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、及び（ｉｖ）：
【化５】

からなる群から選択され；
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４及びＲ５は、Ｈ、直鎖又は分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルキル、ＯＲ６、ＮＨ２、ＮＨＲ７、ＮＲ８Ｒ９、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ

１０、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＲ１１、ＣＯＮＲ１２Ｒ１３、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ
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１４、及びＳＯ２ＮＲ１５Ｒ１６からなる群から独立に選択され；
Ｒ６は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
あり；
Ｒ７は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
あり；
Ｒ８は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルで
、かつ、Ｒ９は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルであるか；あるいは、Ｒ８とＲ９とは、それらが結合している窒素原子と一緒にな
ってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ｒ１０は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ１１は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ１２は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
で、かつ、Ｒ１３は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキルであるか；あるいは、Ｒ１２とＲ１３とは、それらが結合している窒素原子と
一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ｒ１４は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ１５は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
で、かつ、Ｒ１６は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキルであるか；あるいは、Ｒ１５とＲ１６とは、それらが結合している窒素原子と
一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
Ａは、Ｈ、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、
ＯＲ’１、ＮＨ２、ＮＨＲ’２又はＮＲ’３Ｒ’４であり；
Ｌは、単結合、－ＣＨ２－又は－ＣＨ２－ＣＨ（ＲＬ）－であり；
Ｚは、ＮＨ又はＯであり；
Ｒａは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒｂは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒｃは、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、直鎖若しくは分岐（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニルであり；
Ｒ’１は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ’２は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
であり；
Ｒ’３は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
で、かつ、Ｒ’４は、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキルであるか；あるいは、Ｒ’３とＲ’４とは、それらが結合している窒素原子と
一緒になってピロリジン、ピペリジン又はモルホリン環を形成し；
ＲＬは、Ｈ、直鎖若しくは分岐（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又は（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルであり；
ｎは、０及び１から選択される整数であり；
ｐは、２、３及び４から選択される整数であり；
ｓは、０及び１から選択される整数であり；
ｔは、０及び１から選択される整数であり；
ただし、Ｒが（ｉ）である場合は、Ａ、Ｌ、Ｚ、ｎ、ｐ、ｓ、ｔ、及びＲ１～Ｒ５が同時
にそれぞれＨ、単結合、Ｏ、０、３、１、１、及び全てＨであることができない）
若しくはそれらの鏡像異性体型、又は化粧品的に若しくは皮膚科学的に許容される塩。
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【請求項１３】
　Ｒが基（ｉ）又は（ｉｉ）である、請求項１２において定義されるモノマーを調製する
方法であって、式（ＩＩ’）の化合物：
【化６】

（式中、
Ｒ’は、（ｉ’）又は（ｉｉ’）：

【化７】

であり、
Ｒ１～Ｒ５、Ａ、Ｌ及びＺは、請求項１２において定義された通りである）と式（ＩＩＩ
’）の化合物：
【化８】

（式中、
Ｙは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、及びＯ＝Ｃ＝Ｎからなる群から選択され、
ｐ、ｓ、ｔ、Ｒａ、Ｒｂ、及びＲｃは、請求項１２において定義された通りである）
との反応を含んでなり、（ＩＩ’）と（ＩＩＩ’）とのモル比は１：１～１：２の範囲内
である、方法。
【請求項１４】
　Ｒが基（ｉｉｉ）又は（ｉｖ）である、請求項１２において定義されるモノマーを調製
する方法であって、式（ＩＩ”）の化合物：
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【化９】

（式中、
Ｒ”は、基（ｉｉｉ”）又は（ｉｖ”）：
【化１０】

であり、
Ｒ１～Ｒ５、Ａ、及びＬは、請求項１２において定義された通りである）と式（ＩＩＩ”
）の化合物：
【化１１】

（式中、
Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、及びＩからなる群から選択され；
ｐ、ｓ、ｔ、Ｒａ、Ｒｂ及びＲｃは、請求項１２において定義された通りである）
との反応を含んでなり、（ＩＩ”）と（ＩＩＩ”）とのモル比は１：４である、方法。
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